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２０１２年５月と１２月の琉球弧の長期的スロースリップに伴う絶対重力変化
Absolute gravity changes caused by long-term slow slip events in Ryukyu in May and
December 2012
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海溝型大地震の震源域付近で検出されているスロースリップの発生には高圧間隙流体が関与していることが示唆され
ている。スロースリップの発生間隔は地域によって異なり、その原因は一般にはテクトニックな応力の蓄積速度の違い
やプレート境界の摩擦状態の違いが原因と考えられる。しかし、スロースリップの繰り返しサイクルの間に流体圧が変
化した場合にも断層強度が変化するので、それによっても発生周期は異なるだろう。このような流体圧の変化は Sibson
(1992)の fault valve behavior等でモデル化されているが、流体圧の変動自体がフィールドでの観測により捉えられたこ
とはない。大量の高圧流体の変動が生じれば、地下の密度変化が生じるので、地表で重力を観測することで変動を推定
できる可能性がある。東海地方では、２０００年から２００６年ごろまで長期的スロースリップが発生したが、２００
４年から２００９年まで年２回のキャンペーン観測により捉えられた重力変化は、流体圧の変動と解釈し得ることが示
されている。しかしながら、観測頻度が低く、観測精度が十分でないこと、また、スロースリップの最後の方の変化し
か観測されていないことから、はっきりとした流体圧変動の証拠はまだない。本研究では、スロースリップの１サイク
ルをカバーする重力変化を捉えることを目的として、約半年に１度生じる八重山のスロースリップを対象に、２０１１
年末から連続重力観測を開始した。精度を上げるために FG5絶対重力計２台と超伝導重力計１台を用いている。スロー
スリップを対象としたこのような高精度連続観測は、技術的な困難からこれまで実施してきた例がなかった。講演では、
絶対重力計によりこれまでに捉えられた２回のスロースリップ中及びその前後の重力変化について報告する。
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